
●
土
地
取
得
の
あ
ら
ま
し 

 

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
多
摩
市
と
稲
城

市
に
ま
た
が
る
連
光
寺
・
若
葉
台
里
山

保
全
地
域
内
の
、
農
業
公
園
づ
く
り
に

向
け
て
活
用
を
始
め
て
い
る
地
域
で
す
。 

 

こ
こ
は
、
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
開
発
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
所

で
す
が
、
東
京
都
と
共
に
土
地
を
取
得

し
、
多
摩
市
で
農
業
を
主
体
と
し
た
公

園
を
作
る
た
め
に
、
令
和
４
年
か
ら
、
試

験
的
に
一
部
を
開
墾
し
、
作
付
け
を
開

始
し
ま
し
た
。 

●
保
全
地
区
と
し
て
の
性
格 

 

こ
の
保
全
地
域
は
、
丘
陵
地
の
谷
戸
地

形
に
林
や
湿
地
な
ど
、
多
様
な
自
然
環

境
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
お
り
、
湿
地
に
は

キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
・
ミ
ズ
コ
ハ
ク
ガ
イ
な

ど
の
希
少
な
貝
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
多

摩
市
側
の
地
区
は
、
高
台
部
分
の
水
源

域
に
あ
た
る
た
め
、
水
質
環
境
へ
の
影
響

を
考
慮
し
、
農
薬
な
ど
を
使
わ
な
い
環

境
保
全
型
で
、
部
分
的
に
試
験
栽
培
を

開
始
し
ま
し
た
。 

●
農
地
利
用
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 
 

 

農
地
と
し
て
は
長
年
使
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
土
地
を
含
む
た
め
、
開
墾
を
し
て

も
、
ど
の
様
な
作
物
の
栽
培
が
適
し
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
中
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。
耕
耘
し
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
・
枝
豆
・
サ
ツ

マ
イ
モ
な
ど
の
作
付

け
を
行
い
、
肥
料
を
畝
ご
と
に
変
え
て
、

生
育
状
況
を
試
し
て
み
ま
し
た
。 

 

昨
年
６
月
の
終
わ
り
に
行
わ
れ
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
収
穫
、
保
全
地
域
散
策
に
は
、

公
募
市
民
37

組
67

名
が
参
加
し
、
収
穫

と
肥
料
の
種
類
ご
と
の
収
穫
量
の
違
い

な
ど
を
確
認
し
た
後
、
散
策
や
子
供
た

ち
の
生
き
物
観
察
会
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
で
い
ち
ば
ん
収
穫
量
が

多
か
っ
た
も
の
は
、
堆
肥+

有
機
肥
料
を

使
っ
た
畝
で
、
味
の
評
価
も
同
じ
物
が
一

番
美
味
し
か
っ
た
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

 

サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
え
付
け
や
除
草
の
ほ

か
、
蔓(

つ
る)

返
し
な
ど
も
、
市
民
と
協

力
し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
の
耕
作
可
能
農
地
は
、
ま
だ
全
体

の
一
部
の
た
め
、
土
壌
改
良
や
真
竹
の

間
伐
な
ど
を
行
い
、
よ
り
農
地
と
し
て

利
用
可
能
な
エ
リ
ア
を
段
階
的
に
広
げ

て
い
く
予
定
で
す
。 

●
今
後
の
予
定 

 

今
後
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
市
民
農

園
や
体
験
農
場
の
よ
う
に
し
て
い
く
の

か
、
収
穫
し
た
野
菜
を
販
売
し
て
運
営

し
て
い
く
の
か
な
ど
、
活
用
に
関
す
る
検

討
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

里
山
、
谷
戸
の
自
然
や
生
態
系
は
、
畑

や
田
ん
ぼ
が
あ
る
事
で
多
様
性
を
増
し

て
い
き
ま
す
。 

 

令
和
９
年
度
に
、
農
業
公
園
と
し
て
本

格
的
な
利
用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま

す
。 

(

農
業
委
員 

増
田 

実
生) 
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▲広大な試験農場 

 

 

 

 

▲農地の活用法をみんなで考えます 

▲トラクター必須の農場の広さです 

▲試験作物の植え付け作業 ▲試験栽培でも収穫までの手入れは欠かせません 

 多摩市が新しい特産農産物となることを
目指してミニトマトやアスパラガスを栽培す
るようになってから、早６年が経過しました。
季節もの野菜でありながら、比較的長期間
出荷が可能になっていることから、消費者の
みなさんの目に触れる機会も増えてきてい
ることと思います。収穫量の増大をねらって
大規模な作付けを行う農家も少しずつ増え
続けています。 
 令和4年度の採りっきり栽培®アスパラガ
スの状況について報告します。 

●新規栽培農家の増加 
 令和３年度に比べ、新規採りっきり栽培®

アスパラガス栽培農家が６件増え、明治大
学の巡回指導の下、順調に生育しているこ
とを確認しました。一般的に採りっきり栽培
®アスパラガスは病気などに強い栽培方法と
されていますが、良好な土壌状態の農地と
の兼ね合いもあってか、驚くほどの生育を
見せている圃場が多くあり、収穫時期が楽
しみです。 

●栽培2年目以降の状況 
 初年度に素晴らしい収穫成果を見せた圃
場でも、２年目以降の栽培では、病虫害対
応に苦慮する状況が散見されました。 
 古い株の管理方法の不備や天候不順から
消毒作業が追い付かずに病虫害を誘発さ
せてしまった事例があり、種々のケースにつ
いて農家同志の情報を共有して対応策を検
討しました。 
 収穫量が心配されることもありますが、春
先には元気で食味のよいアスパラガスをみ
なさんのお手元に届けられるように、ていね
いに栽培を続けていきます。 

(農業委員 青木 幸子) 

▲きめ細やかな巡回指導 


